
 演題『プルタブを引くたびに』 

 【導⼊】 
 普段は穏やかで優しくて、真⾯⽬に働いてくれていたのに... 
 ⼀度お酒を飲むと⼿が付けられなくなり、注意した私たち家族には怒声を向ける。 

 私の祖⽗はアルコール依存症でした。 
 更にさかのぼってみれば、祖⽗の⽗である曾祖⽗もアルコール依存症だったのです。 
 酔っては暴⾔を吐き、暴⼒を振るう曾祖⽗に祖⽗も苦しめられてきたはずなのに... 

 そんな怖い思いをした祖⽗⾃⾝もアルコール依存症に陥ってしまったのです。 

 そして、そのしわ寄せを受け、迷惑を掛けられるのはいつも、私たち家族でした。 

 このように周囲の⼈までもが、深刻に苦しめられる、アルコール依存症。 

 本弁論ではアルコール依存症が引き起こす悪影響と、その解決について訴えます！！ 

 【現状】 
 アルコール依存症とは、⻑期間多量に飲酒した結果、 
 アルコールに対し精神依存や⾝体依存をきたす精神疾患のことを指します。 

 現在⽇本において、アルコール依存症の疑いのある⼈は80万⼈以上。 

 アルコール依存症となる原因は、アルコールの多量飲酒です。 
 精神的な苦痛を和らげるために飲酒量が増⼤していくことや、家庭環境などが影響すると⾔ 
 われています。 

 そして 
 アルコール依存症になると、その家族に深刻な悪影響を及ぼすのです。 

 アルコール依存者の家族は、経済的な⾯で苦しめられていることが分かっています。 
 調査によると、アルコールの問題を抱えてから半数近くの家族が経済的に⽣活が苦しくなっ 
 たそうです。 
 また、依存者が抱えた借⾦によって、3割の家族は精神⾯⼜は⾝体⾯で問題を抱えるように 
 なっています。 

 更に深刻なのはアルコール依存症は、世代間連鎖する病気である、ということです。 
 多くの調査により、アルコールに問題を抱える家庭で育った⼦供は、 
 将来、アルコール問題を起こすことが分かっています。 

 これは、アルコール依存症の親が、感情調節を困難にすることで、⼦どもにもそれが影響 
 し、そのストレス対処の⽅法として、⼤⼈になった際、多量飲酒をしてしまうためです。 
 また、親がアルコールやその問題ばかりに意識を向けて、 
 ⼦どもと向き合おうとしないことから、⼦供は過度に寂しさを感じやすくなり、 



 ⼤⼈になってからもその寂しさを埋めるためお酒に⼿を出すという指摘もあります。 

 このような要因から、アルコール依存者の⼦供の50％から70％はアルコール依存症に陥る 
 ことが分かっています。 

 さらに、アルコール問題を抱える家庭の⼦どもは、 
 精神障害・犯罪・⾃殺など広範囲の問題を起こしやすく、 
 将来、その⼦ども⾃⾝も、児童虐待やDVの加害⾏為を⾏う傾向にあります。 

 このように、アルコール依存症は、今だけでなく、将来世代にまで悪影響を及ぼしているの 
 です。 

 以上をまとめると、現在⽇本には多くのアルコール依存者が存在します。 
 アルコール依存者は、家族に経済的な問題を負わせるだけでなく、 
 ⼦供に世代間連鎖するという、深刻な悪影響を与えているのです。 

 【問題点】 
 スーパーマーケットやコンビニにずらりと並ぶアルコール飲料。 
 ⾊とりどりのおしゃれにデザインされた、⽸やボトルが、より魅⼒を感じさせます。 
 「疲れた⼀⽇の終わりに、お酒を飲んで気分転換する」なんて⼈も多いでしょう。 

 しかし、過度の飲酒を繰り返せば 
 飲むのはよくないと分かっていてもやめられない、 
 依存症という底なし沼にはまってしまうのです！ 

 さらにその傍らで 
 依存者の家族は苦しんでいます。 

 彼らは 
 依存者の起こしたトラブルによって追い詰められてしまうのです。 

 もしも私も、ずっとおじいちゃんと⽣活していたらどうなっていたことか… 
 彼と同じように、底なし沼に引きずりこまれていたかもしれません！！ 

 周囲の⼈々に悪影響を及ぼし、家族や、⼩さな⼦どもの未来までも悲惨なものへと変えてし 
 まうアルコール依存症。 

 このような現状を、私は決して⾒過ごすことができません！！ 

 【理念】 
 私の理想は、誰もが、アルコール依存者によって悩まされ続けることのない社会の実現で 
 す。 
 そのために、現状のアルコール依存者を早期に発⾒し、治療を受けさせる必要があります。 
 そうすることで依存者は回復へと向かい、 
 家族を始めとする周りの⼈々は、安⼼して過ごすことができるようになるのです。 



 【原因】 
 それではなぜ、アルコール依存者への治療は遅れているのでしょうか。 
 その原因は、⼀般病院と依存症治療機関との連携が、とれていないことにあります。 

 そもそもアルコール依存者は「否認の病」という特性上、 
 「⾃分は⼤丈夫」「いつでも飲酒はやめられる」 
 とお酒による悪影響を認めません。 
 そのため、⾃分から依存症治療機関に向かうことができないのです。 

 しかしその⼀⽅で、依存者の多くは、飲酒により⾝体を壊すことから⼀般病院の受診に向 
 かっています  。 
 実際、  厚⽣労働省の専⾨家会議によると、依存者の8割は直近1年間に⼀般の医療機関を受 
 診していることが分かっています。 

 つまり、依存症治療に繋がる機会はあるにもかかわらず、⼀般病院から依存症治療機関への 
 連携が取れていないことで、その機会を失ってしまっているのです。 

 依存症治療に繋がる機会を失うたび、彼らの症状は重篤化していき、 
 家庭では別居や離婚、⼦供の育児放棄や虐待など深刻な問題に直⾯することになります。 

 つまり、⼀般病院に受診した早期の段階で、依存症治療も⾏っていく必要があるのです。 

 しかし、⼀般病院の  内科医は⾝体の治療にのみ専念していることから、 
 依存者を専⾨外の依存症治療に繋げることはありません。 
 ⼀般病院でも、専⾨医の診察を受けるよう勧めることはできますが、 
 専⾨医の選定や、依存者を治療に向かわせるサポートまでは⾏うことはできません。 

 そのため現在、アルコール依存者による依存症治療機関の受診率はわずか5％に留まってい 
 るのです。 

 これに対して 
 アルコール依存症を専⾨とするNPOは、 
 「内科医療は、依存者がお酒を飲める体に治すのではなく、 
 根本にある依存を指摘し、依存症治療機関と連携をとってほしい」 
 と提⾔しています。 

 【プラン】 
 そこで私は、1点のプランを提案します。 

 それは、精神保健福祉センターの介⼊によって、 
 アルコール依存者を依存症治療機関に繋げることです。 

 実際にこの取り組みは、茨城県の精神保健福祉センターで⾏われています。 

 このプランではまず初めに、 
 ⼀般病院の受診の際、⾎圧や⾎糖値の検査などで多量飲酒の恐れがあると判断された⼈に、 
 WHOが定めたチェックシートを利⽤する簡易検査を⾏います。 



 そして、アルコール依存が疑われる場合は担当した医師などが精神保健福祉センターへ検査 
 結果を連絡します。 
 連絡を受けた精神保健福祉センターは、依存者が専⾨医に⾏くための予約や、個⼈⾯接ある 
 いは家族⾯接を⾏い、依存者とその家族を、⾃助グループにもつなげます。 
 アルコール依存者が、予約した診療⽇に受診しなかった場合は、 
 精神保健福祉センターから本⼈に連絡をとり、 
 次の診療の予約まで促すなど気にかけ続けます。 

 実際に、この取り組みを実施している茨城県の精神保健福祉センターでは、 
 依存者の5割が1年以内に治療に向かうことができました。 
 これは、⼀般的な依存者が治療に向かうまでに7年かかることと⽐較すれば、 
 かなり効果的であるといえます。 
 また、⼀度治療に向かうことができるようになれば、 
 ⾃助グループに参加する場合、参加しない⼈に⽐べて、 
 6倍多くの⼈が断酒できるようになり、 
 断酒会に定期的に参加している⼈の 
 90%以上は断酒を継続することができると分かっています。 

 このプランによって 
 現状の約10倍のアルコール依存者が治療に向かうことができ、 
 治療に向かえば確実に回復できるようになるのです。 

 【締め】 
 プルタブを引くたびに、依存者の⼼と体は侵されていき、 
 彼らの家族も、その渦に呑まれていくのです。 
 そして時間がたてばたつほど、 
 抜け出せなくなる深淵に引きずり込まれて⾏ってしまいます。 

 お酒を飲む⼿を⽌めない祖⽗がいつ暴れるのか、 
 私たち家族は⽇々その恐怖におびえているのです。 

 「もう飲まないでよ！」「⼀杯ぐらい良いだろ！」 
 お酒をやめてほしいという声や、専⾨科を受診してほしいという声は彼には届きません。 

 「お願いだから、祖⽗を⽌めてほしい」 

 祖⽗とお酒に怯えなくても良い、あたりまえの⽇常を取り戻したい！！ 

 アルコール依存症によって傷つき、傷つけられる⼈がいなくなることを願って 
 本弁論を終了させていただきます。 
 ご清聴ありがとうございました。 


